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{目的}乎等生多汗症に対する燐駿畿下勝部交感神経節切除術は有効な治療法の
一つであり，かっその治療効築も高い.しかし務後に代犠牲発汗が出現する
頻度も比較的多く，乎掌の発計二が減少しても代後性発汗のために患者の満足
度が低くなる症例も存在するー近年，交感神経織の切除範践によりその効果
や代償性発汗の発現頼度が異なるという報告が散見されており‘実務長に桁3え
の違いによりどの軽度治療効果や代鍛位発汗の発現顔度，および患者の議足、
度に速いがあるのかを検討した.[方法]1999年4月から2006年9)1までにさ当院
で手掌多汗症に対し議!腔畿下胸部交感神経館切除菊を施行した13症例を対象
とし，第2.第3交感神経節を完全に切験した10症例と，第3.第4，務5劫脅・
のi区上で交感神経節を競灼した3症例で，乎衛議j巣.ft犠牲発汗の発凝旗度
およびその貌度，患者の満足度を比較した. [給梁}いずれの綜;鰐も手撃の発
汗は践少し符発を来たした定例は認めなかった，第2，第3交感神経節を切除
した症例では代様性発汗の発混頻度が高く，患者の衛後満足度が低い額向が
あるのに対し，務3. 第4，第5Jl1J脅の蜜上で交~t事経離を競約した投:拷では，
f常生活に支離となるような代議性発汗の発務を認めず，患者の籍後議足度
も高い結果となった. (結論}胸腔鱗下胸部交感持続節切除務授の代償哲:発j干
の出現に何らかの形で第2交感神経欝が関与し，顔面多汗悲の治議目的を設
いた多汗症の治援において第2交感神経節の切絵は必裂でない可能性が京唆
された.
255 (49) 
